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発を進めている。
装置開発は新たな市場を

先取りして、いち早くその
装置を投入した者のみが勝
利の美酒を味わう権利をも
つ。有機 EL 用成膜装置に
ついても同様である。

1997年に他社に先駆けて
研究開発用から量産用まで
のラインナップを開発し
た。

●�2001-2006中国をはじめとする東アジア
に重点進出

アルバックは先端技術では一流でもモノ作りは一流とは
いえません。

もっとモノ作りに執念を持ち、自分で手を汚し、自分で
作らなければ安くて、真に良いモノはできません。

生産改革を進めてきましたが、まだ道半ばだと思ってい
ます……。

諏訪　秀則（第七代社長　2006年社長就任あいさつより）

▼ 「SMD シリーズ」がもたらした株式上場やグローバル化
など……
21世紀のはじめの年、2001年（平成13）７月１日、アルバッ

クは日本真空技術から現在の「株式会社アルバック」に社
名を変更した。この頃より、従来のラップトップパソコン
用のフラットパネルディスプレイ（FPD）に加え、大型薄
型テレビが世界的なビッグマーケットへと広がっていった。
一方で、薄型テレビメーカーは、かつてないほどの厳しい
コスト競争にさらされた。その対応策として、各社競い合
うようにしてガラス基板サイズの大型化が進み、１辺が２
メートル弱だったものが３メートルという物理的限界寸法
にまで長大化した。

アルバックのような装置メーカーは、ますます高度な生
産技術が求められ、生産拠点も日本国内はもちろんのこと、
台湾、韓国、中国など東アジアを中心にグローバル化が進
むことになった。また、東アジアは世界に供給する生産拠
点としての機能だけでなく、旺盛な消費経済の拠点として
も位置付けられるようになった。

1990年代に世界トップシェアを獲得したアルバックの
「SMD シリーズ」は、さらなる巨大マーケットの恩恵を受け、
アルバック史上最大のヒット製品となった。そればかりか、
この「SMD シリーズ」は、直接的にも、間接的にも多大な
波及効果をもたらした。

▼ 2004年４月 波及効果１・・・関係各部署の努力が実り東
京証券取引所第一部に上場
アルバックは、2004年４

月20日、悲願の上場を果た
した。

上場当日は公募価格の
86.3％高の4,100円という超
人気ぶりを示した。

この超人気の最大の要因
は、さらなる市場拡大が期
待される薄型テレビの製造
装置メーカーであったから
であろう。

上場までの道のりは単純ではなかった。
上場のために社内体制の整備にはじまり、幾度かのチャ

ンスを伺いながら、担当各部署による地道な努力の結果、
長年の夢が叶ったのである。

▼ 2004-2006年 波及効果２・・・中国、韓国、台湾等東ア
ジアに関係子会社次々に設立

「SMD シリーズ」は1990年代半ば頃から韓国の FPD メー
カーに採用されたことをきっかけにして、台湾、中国へと
大きな広がりを見せた。また、FPD 用装置は質の高いカス
タマーサポートが要求されることから、現地法人を設立し、
客先至近体制を実現した。中国については、幅広い産業に
貢献するために、多くの資本を集中して、現地法人グルー
プを形成した。

▼ 2006年６月 波及効果３・・・史上初連結売上高2,000億
円突破
アルバックの売上高は1990年代の連結ベースでは800億円
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アルバックを語る歴史写真
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から1,000億円の間で推移する中堅企業であった。2000年代
に入り、不況期を除けばコンスタントに1,500億円を計上す
るまでになった。2006年には、拡大を続ける FPD やエネル
ギー関連の新しい成長分野が下支えとなって2,000億円を突
破した。まさに「SMD シリーズ」は当社事業を牽引する役
割を果たしたのである。

●�2007- 現在�夢事業創出へのシナリオ。それ
は先人の英知を再認識しそしてアルバックの
未来へ !

2000年代の日本及び欧米先進国は、総じて緩やかな減速
経済で推移していたが、2008年９月に起こったリーマン
ショックから現在まで、先行き不透明な状況が明確となっ
ている。その一方で、中国を中心とするいわゆる BRICs 諸
国の台頭により、世界の産業及び経済構造は欧米中心から
これらの国々へ転換しようとしている。

アルバックの FPD 関連事業は、1995年頃から2005年まで
の10年間にも及ぶ長い間、「SMD シリーズ」が牽引役となっ
て世界のトップメーカーとして成長してきた。しかし、事
業に停滞は許されない。

アルバックは2005年頃より、次への成長戦略の目標とし
て「ポスト FPD」を打ち出し、新規事業を模索していった。

その結果、①ロジック半導体分野への進出、不揮発性メ
モリー等の半導体製造装置、②光学膜・化合物半導体・
MEMS・高密度実装等のハイブリッドモジュール（デジタ
ル家電）用装置、③永久磁石・二次電池・コンデンサー・
パワーデバイス等のエコカー関連装置、④太陽電池、薄膜
リチウム二次電池一貫量産技術など環境・エネルギー分野

を意識した新規事業、⑤中国市場への参入、⑥ CS 事業の
充実と拡大等の新規事業の方向性が示され、次々に実現化
していった。

▼ 2003年11月多彩な微細加工装置を駆使して MEMS ファ
ウンドリーサービス開始

▼2007年３月薄膜太陽電池一貫製造ラインの開発
2007年３月台湾メーカーから薄膜太陽電池一貫製造ライ

ンを受注。

▼ 2008年希土類磁石の大量生産装置「Magrise」、世界初「薄
膜リチウム二次電池一貫量産技術」を開発
また世界経済の急激な構造変化もあって「新生アルバッ

ク」として再出発するために2012年（平成24年）４月より
大規模な構造改革をスタートした。これにより確実に黒字
体質への転換を図りつつ今後の中長期的な発展を目指す。
「新生アルバック」に生まれ変わるためには、研究開発型

企業アルバックが持つ本来の DNA を再認識し、先人たち
が築いてきた英知の結集ともいえる歴史的事実に学ぶこと
も必要である。

アルバックの“夢事業創出”へのシナリオづくりは、ア
ルバックが今後もさらなる成長を続けていくための重要な
テーマの一つである。

地球環境、地球人類の将来を楽観的なものにするために
は、科学技術者は、時には国家間の経済競争よりも人類的
な使命観を優先してとりあげることが必要であろう。真空
技術は本質的に、そのような傾向を持たなければ前に進ま
ない。

歴史的事実は、
「物質とエネルギーの科学は“真空”とともに拓かれた」
「産業と科学技術は“真空”とともに発達した」のである。

21世紀以降の宇宙と素粒子の時代、ハイブリッド人間、
単一量子計算機、超多重通信、超伝導機械、ナノ・ピコ材料、
地球環境制御、惑星間巨大構造物の時代にも、真空技術は
まちがいなく続いていくはずだ……。
・・・林　主税（『真空考』（2011年１月発行）より「真空技

術は今後も世界を動かしていく」から抜粋）白日社刊

アルバックの永続的な未来を築くためにも……。


